
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拝
啓
益
御
清
祥
奉 

賀
候
陳
者
知
人
下
野
佐
野 

の
人
須
永
元
と
申
す
も
の
あ
り 

明
治
二
十
五
六
年
頃
よ
り
朝
鮮 

閔
妃
事
件
後
多
く
の
亡 

命
者
な
ど
を
世
話
致
し 

今
日
ニ
至
る
迄
能
く
朝
鮮 

人
の
為
め
に
面
倒
を
見 

て
居
る
仁
に
御
座
候
如
斯 

事
の
為
め
失
費
少
な 

か
ら
す
家
産
を
傾
け
て 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
ら
す
家
産
を
傾
け
て 

厭
わ
さ
る
態
度
ニ
ハ
老
生
も 

感
心
罷
在
候
處
負
債 

整
理
の
為
め
小
山
（
奥
羽
本
線
） 

駅
附
近
ニ
あ
る
農
場
を 

売
却
致
度
と
申
し
居
候 

農
場
ニ
ハ
栗
竹
な
ど 

多
く
年
々
の
収
穫
を
以
て 

維
持
し
得
る
状
況
と 

承
り
居
候 

本
人
可
罷 

出
候
間
御
引
見
被
下
実 

况
御
鑑
取
被
下
候
ハ
ゝ
幸
甚 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

况
御
鑑
取
被
下
候
ハ
ゝ
幸
甚 

之
至
ニ
御
座
候 

場
所
は
東 

京
よ
り
一
時
間
四
十
分
位 

の
自
動
車
行
程
と
申 

事
ニ
候
間
一
度
御
視
察 

相
成
候
て
ハ
如
何
ヤ
ト
存
候 

過
日
来
御
目
ニ
懸
リ
此
事 

御
伝
頼
致
度
存
居
候
処 

少
々
疲
労
を
感
し
両 

三
日
前
よ
り
当
地
へ
逸
し
り 

候
ニ
付
唐
突
な
か
ら
書 

面
を
以
て
申
上
候 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
日
前
よ
り
当
地
へ
逸
し
り 

候
ニ
付
唐
突
な
か
ら
書 

面
を
以
て
申
上
候 

時
下
折
角
御
自
愛 

祈
上
候
尚
令
夫
人
へ 

宜
布
御
伝
声
希
上
候 

 

拝
具 

七
月
六
日 

 
 
 

斎
藤 

實 

 
 

長
尾
欽
彌
様 

 
 
 

 
 
 

玉
机
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